
 

 

 

 

 

 
早いもので、短い３学期も１カ月を終えました。 
３学期はよく次の学年の「０学期」とも言われます。

始業式でもお話をしましたが、４月からの自分のた
めにも、自分自身の夢や希望に近づくためにも、小
さなことでいいので続けて取り組んでいきましょう。 

 
「夢をつかむというのは一気にはできません。小さ

なことを積み重ねることで、いつの日か信じられない
ような力を出せるようになってきます。」これは、日本
やアメリカの野球界で活躍したイチロー選手の言葉
です。 
原点は絶対にやるぞという気持ち、それが毎日の

５分、１０分、１時間の取組となり、続けていくと大きな
力となっていくのでしょう。 
 

 
新型コロナウィルス感染症の影響で、皆さんはあらゆる場面で感染対

策をして、がまんをしています。楽しいはずの給食の時間は黙食を、合

唱コンクールも取り止め、楽しみな部活動も停止をしています。 
 
長いトンネルでも、必ず抜けるときはあるはずです。みんなの協力と、

人類の知恵と努力で必ず乗り越えることができると信じています。 

こんな時だからこそ、今まで以上に声をかけあい、励まし合い、みんな

がつながっていきましょう。 
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僕の今年大切にしたい言葉は「友」です。 

中学校に入って、いろいろな人と出会い、友達の輪が広がりました。しかし、まだ話した

ことのない人もたくさんいます。学校生活ももちろんですが、一人でできないことがたく

さんあります。また、これからきっと辛いこと、しんどいことにぶつかると思います。 

 だからこそ、もっとたくさんの人と話をして、交流を深め、仲間と支え合いながら様々な

ことを乗り越えていきたいです。 
 ・・・・（略）・・・・ 
 クラスには様々な個性をもった友達がいます。それぞれの友達の個性を理解し、認め合

うことが大切なのだということに気が付きました。 

僕はいつも友達がそばにいてくれて、良かったと思っています。この一年、今まで以上に

友達を大切にしていきたいです。 

友達がしんどい思いをしているときには相談にのったり、話をしたりして友だちの支え

になれるようにしたいです。そして、多くの人とつながり、学校生活を楽しく、充実したも

のにしていきたいです。                〈１年生生徒作文より〉 

「３年間守南で過ごせて、めっちゃ楽しかっ

た！」「下を向かず、上を見上げよう！」 

「コロナと受験もみんなで乗り越えよう！」 

「みんなで残りの給食も楽しもう！」・・・ 



 
～３年生平和学習や道徳科の学習を通して～ 

１月１９日と２０日の２日間、守山市遺族会会長の山川芳志郎さんをお招

きして、３年生が平和学習をしました。 

第二次世界大戦当時、守山市でも空襲があって１１人もの人が犠牲にな

ったことや、戦争に行った人はもちろん、残された家族がたいへんだったこ

となどについてお話を聞きました。そして、平和な社会の大切さをかみし

め、次の世代にも伝えていきたいとの強い思いを新たにしていました。 
 

 また、その平和学習の前後に、道徳科（校長授業）では、１７

歳でノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイさんのお話

「本とペンで世界を変えよう」を通して、「世界平和のために私

たちができることは何か」考えました。 

教育を受けられていない子どもたちが世界にはたくさんい

るという現状にもっと目を向けて知ることや、日々の生活の中

で、お互いの違いを認め合いながら、優しい気持ちをもって生

活していくことが大切だといった意見が出ていました。 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

      保護者の皆さまへ 

新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、保護者の皆さまにはご心配を
おかけしていますが、急な対応等についてもご理解とご協力を賜り、誠にあり
がとうございます。 

 
学校といたしましては、きめ細かな健康観察、消毒、感染リスクの高い活動

の中止等、できる限りの対策をしています。ご家庭におかれましても、毎朝の

検温を確実に行っていただき、少しでも体調が思わしくないときは無理をして
登校することのないようよろしくお願いします。 

 
こうした中、生徒たちの不安やストレスはいかほどかと心配しています。ご家

庭では常々お子様の話を聞いていただいていることと存じますが、必要でした
ら遠慮なく早めに学校に連絡・相談していただき、生徒たちの心のケアに努めて
いきたいと考えていますので、よろしくお願いします。 

 

１、２年生百人一首大会（１月１２、１３日） 
感染対策のため、一切声を出さず、読み手の

声と札を取る音だけが響くなかでしたが、熱戦
が繰り広げられました。 
大会は、クラス対抗の部と、名人戦の部の２

部で行われました。冬休みには各自で取り組
み、国語や学活の時間にみんなで練習に励む

等、努力が実ってそれまでよりたくさんの札を
取れた人も多くいました。 

 

３年生への応援メッセージ 
生徒会の取組として、進路 

実現に向けてラストスパート 
をかける３年生にメッセージ 
カードを渡しました。このカー 
ドは、１、２年生の生徒一人ひ 
とりが書いた応援メッセージを 
まとめたもので、代議員が３年 
生の各学級に出向いて、手渡しました。 
 
メッセージを受け取った３年生は、心温まる様

子で、「残り少ない中学校生活を仲間と充実し
た生活を送りたい。」と感謝の言葉を述べていま

した。また、１、２年生のみんなには、「大変なこと
もあるけど、がんばってね。」と励ましていまし
た。 


